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ロ
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ロ

ゴ
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古
来
、
勝
劣
の
一
振
宗
組
本
悌
論
主
立
つ
ど
聞
く
、
然

る
に
備
ま
頃
日
網
要
剛
略
七
所
引
興
門
事
匠
某
の
設
を
見

及
び
、
所
立
の
大
旨
テ
晶
聞
く
に
及
び
、
柳
か
管
見
を
遮
ベ

諸
賢
の
高
評
を
乞
は
ん
ど
す
。

略
し
て
剛
略
所
引
の
文
を
皐
げ
ん
。
『
闘
に
戒
説
に
一
五

〈
嘗
今
下
種
の
時
至
れ
り
、
宜
し
く
本
岡
口
唱
の
人
法
を

用
ひ

τ、
以
て
本
符
を
定
む
可
し
。
法
は
謂
〈
南
無
妙
法

蓮
華
経
、
人
は
謂
〈
大
華
人
也
乃
至
本
管
抄
に
云
く
意
の

臼
く
、
此
時
地
桶
千
界
出
現
シ
テ
本
門
稗
骨
骨
ヲ
儒
コ
脇
士
吋
一
五
々

叉
云
く
色
相
荘
厳
の
本
持
こ
同
剛
ニ
傘
能
説
ノ
教
・
申
告
は
即
も
在

世
股
盆
の
形
像
仁
し
て
都
て
末
法
仁
は
用
無
し
さ
』
己
よ

予
一
議
慨
然
た
ら

F
る
を
得
ず
、
之
れ
彼
の
一
一
蹴
英
の
珍

さ
す
る
本
因
妙
抄
及
び
百
六
ヶ
相
博
等
を
根
嬢
ご
し
、
傍

ら
一
五
ノ
八
十
御
備
の
本
意
は
、
法
華
経
也
。
日
蓮
か
た
ま

し
い
は
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
に
過
き
た
る
は
な
し
、
及
び

本
性
抄
前
引
の
文
十
八
ノ
六
九
稗
迦
如
来
の
御
紳
我
身
に

入
・
り
替
は
ら
せ
給
ふ
、
等
の
文
其
外
侮
義
下
初
全
上
三
等

ぞ
以
て
其
の
設
を
潤
色
せ
ん
ど
す
る
も
の
、
如
し
。
然
る

に
共
の
最
大
珍
ご
し
、
根
懐
ど
す
る
本
因
妙
抄
及
び
、
百

六
ヶ
相
侍
等
は
、
恐
ら
〈
後
人
の
虚
構
に
し
て
、
末

r虞

〈
一
般
の
認
め
ぎ
る
所
・
息
。
故
に
雪
訪
問
ノ
五
十
之
れ
を

破
し
て
云
〈
『
予
J
法
友
化
ニ
持
ス
中
山
一
一
故
ニ
親
－
Z
尋
山
一
討
之
寸

及
強
ロ
ル
コ
中
山
賓
臓
ノ
目
録
司
令
7

無
山
此
録
外
ノ
書
一
万
五
予

偶
獲
寸
彼
本
岡
妙
抄
及
百
六
ケ
等
ノ
技
ヲ
而
電
ラ
＝
蝿
之
寸
不
同

足
ニ
勝
ヱ
－
7

論
づ
＝
謀
計
僑
作
也
云
々
ぜ
」
以
て
、
真
偽
奈
遁
に

存
す
る
か
を
知
る
に
足
ら
ん
。
更
仁
捌
略
七
ノ
三
十
日
下

之
れ
を
痛
論
せ
る
あ
り
、
骨
子
、
の
偶
作
な
る
事
瞭
然
た
る
べ

し
、
然
ら
ば
彼
の
一
振
に
於
り
る
本
傭
論
の
思
想
比
例
れ

の
時
代
に
あ
る
か
を
探
ら
ん
仁
、
彼
の
大
石
寺
廿
六
代
日

克
上
人
（
叫
湖
町
川
一
昨
…
絵
）
己
前
の
古
著
書
等
じ
於
て
は
全
く
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此
の
事
を
見
ず
、
覚
師
著
の
六
容
抄
に
始
め
て
此

ω思
想

の
町
四
胎
せ
る
を
見
る
、
同
時
に
六
簿
抄
を
以
て
宗
組
本
偽

論
の
起
訴
興
記
ど
講
す
る
も
亦
過
言
あ
ら

5
る
ぺ
し
。

而
し
で
彼
徒
の
所
謂
末
法
相
臆
の
人
法
本
曾
ご
は
何
す

謂
〈
人
に
約
し
て
は
、
宗
組
法
に
約
し
℃
は
題
目
品
。
共

の
宗
祖
を
本
性
ご
す
る
所
以
の
も
の
は
、
差
し
其
の
一
期

に
三
義
あ
り
日
〈
凡
夫
日
蓮
、
再
誕
R
達
、
久
遠
本
偽
也
。

ム
勺
彼
れ
は
‘
第
三
久
遠
本
悌
の
宗
組
、
即
も
佐
穂
赦
昆

よ
ち
弘
安
一
不
寂
に
￥
一
争
資
体
に
し
て
、
之
れ
正
し
く
本
地

難
思
蹟
加
引
い
具
合
久
遠
一
花
初
自
愛
用
心
本
有
無
作
三
身
知
来

由
也
」
故
仁
、
今
末
法
下
種
の
T
R
師
宗
組
を
以
て
本
智
ご
す
d

L
」
「
十
平
等
法
体
論
大
三
）

若
し
法
に
約
す
れ
ば
、
下
積
の
正
法
本
因
日
唱
の
五
字

を
以
で
す
、
而
し
て
末
法
下
種
の
巨
師
正
法
は
、
宗
祖
既

に
、
之
A

い
を
定
め
給
ふ
。
某
の
人
本
軍
は
、
中
老
法
会
作

延
山
桜
榊
閣
奉
安
の
曾
排
に
し
て
、
法
本
草
ど
は
、
彼
家

所
臓
の
所
謂
楠
板
本
曾
是
な
り
。
此
の
人
法
本
命
は
同
一

木
に
し
て
、
人
法
不
二
を
表
し
、
共
に
末
代
の
信
境
ど
示

し
給
へ
る
者
楠
板
本
持
の
肩
書
「
蛸
幽
郎
幽
重
』
は
正
仁

問
浮
同
板
末
代
版
敬
の
本
管
な
る
を
表
ぷ
す
さ
一
五
ム
が
如

込－
d

に
至
て
は
、
余
が
夜
間
予
備
は
牢
強
付
舎
の
見
な
き
揺
は

ず
、
諸
賢
は
巳
に
持
紳
第
四
貼
判
定
珂
Y
N
N
放
絞
の
「
石

山
寛
師
の
本
管
義
及
び
本
持
法
鉢
論
』
に
於
て
、
之
れ
を

知
ら
れ
し
奇
ら
ん
従
て
是
れ
に
封
す
る
、
批
判
は
予
の
聞

か
ん
さ
す
る
所
な
ら
。

更
に
彼
徒
『
色
相
荘
肢
沸
ハ
在
世
股
盆
末
一
法
無
用
』
の
思

想
は
、
宜
師
の
六
隼
抄
等
仁
始
ま
れ
る
事
前
述
の
如
し
ご

雄
も
‘
其
の
色
相
荘
殿
沸
酬
側
諸
不
可
の
理
由
に
凡
そ
三
義

あ
る
が
如
し
。

て
末
法
は
本
閃
下
精
の
時
金
色
悌
の
利
盆
な
し
む

＝
、
末
法
は
本
末
有
善
の
機
に
し
て
金
色
怖
に
結
縁
な

F
レ。

一
品
、
末
法
は
急
速
一
冗
初
名
字
修
行
を
移
す
故
（
配
一
紘
一
川

山
時
師
作
際
師
〆

ρ

寛
師
后
ノ
入
、

是
れ
色
相
嘉
伸
末
法
無
用
の
主
な
る
原
岡
す
る
が
如
し

此
の
故
仁
、
一
妙
導
師
之
れ
を
苛
し
て
一
声
く
、
色
相
形
像

末
法
無
盆
あ
ら
ば
、
叉
長
陀
羅
も
無
用
な
る
べ
し
、
査
し

形
像
ど
、
長
陀
羅
ど
は
、
紙
木
康
略
の
異
な
る
の
み
云
々

c 18〕



ハ
則
ヤ
円
七
の
一
一
一
十
己
主
而
し

τ叉
本
四
日
唱
の
人
法
守
立
て
ん

さ
す
る
引
讃
に
、
本
曾
紗
の
・
本
門
稗
掌
鋳
脇
士
一
宮
云
、
之

れ
狼
・
り
に
「
潟
」
の
字
を
曲
訓
倒
解
せ
し
者
争
ち
ご
、
古
来

「
鶏
脇
十
L

」
文
仁
封
す
る
嘗
家
諸
師
の
説
仁
、
凡
そ
閥
義

あ
h
A
寸
試
み
に
共
犬
要
を
記
し
以
て
、
彼
徒
の
曲
訓
争
る

所
以
を
明
か
仁
せ
ん
。

（

Z
）
 

夫
れ
山
川
組
弘
安
一
不
寂
の
後
は
、
大
部
録
内
外
の
諸
御
書

官
叫
侍
仁
、
依
っ
て
伴
え
た
る
明
ら
か
あ
り
‘
故
仁
労
訓
等

は
閲
ム
干
潟
諜
に
侠
れ
る
事
頗
る
多
か
る
べ

L
、
既
仁
吾
人

い
か
今
日
の
版
本
に
依
h
，

τ、
備
を
甲
乙
一
致
せ
ぎ
る
者
あ

b
、
従
て
古
来
の
異
設
其
多
C
は
お
識
に
依
れ
る
か
今
の

本
門
蒋
嘗
錦
騎
士
の
文
も
亦
、
異
説
あ
る
は
査
し
此
類
奇

ら
λ
。
一
啓
蒙
自
義
（
十
五
J

最
古
本
門
教
主
滞
曾
ノ
略
士
刊
一
五
今

謂
く
之
れ
罪
性
を
本
．
曾
ご
す
る
の
意
か
ご
、
夫
れ
啓
蒙
師

は
共
意
法
本
曾
に
あ
り
、
而
も
今
『
粋
曾
を
本
笠
と
す
る
の

意
」
か
さ
は
全
〈
本
文
の
怠
に
従
へ
る
者
守
る
べ
し
。

三
或
師
説
（
啓
蒙
十
入
所
引
）
現
本
無
点
の
一
本
に
割

し
、
蒋
一
宵
を
以
て
首
題
の
脇
士
ご
す
る
義
中
が
り
。
阪
仁
之

啓
蒙
三
義
を
以
て
尽
へ
る
が
如
〈
、
人
法
一
致
の
根
底
を

脆
せ
る
者
争
今
、
備
を
以
脇
十
L

と
す
る
義
縄
文
末

r介
明

奇
ら
ず
。

一
一
．
透
師
本
専
義
仁
臼
〈
本
門
稗
符
鵡
川
脇
士
一
云
一
五
ご

訓
し
、
上
の
塔
中
左
右
的
文
ご
一
連
ご
見
る
こ
と
、
第
二

義
に
類
同
し
て
共
に
今
の
組
意
に
非
ざ
る
ぺ
し
む

問
網
専
問
略
七
本
門
稗
品
作
ノ
矯
］
脇
士
ゴ
玄
一
宮
ご
此
説
第

一
義
と
同
致
に

L
て
、
久
成
世
惇
を
本
主
ご
し
、
四
十
背
躍

を
一
脇
士
ざ
す
る
の
意
仁
あ
旬
、
而
も
自
ら
托
意
の
存
す
る

所
は
別
な
る
ぺ
し
、
啓
業
一
一
校
は
、
蒋
狩
を
本
持
と
す
る

意
ご
言
ふ
も
、
再
牲
は
法
本
性
な
る
心
事
前
速
の
如
し
、
然

る
に
、
人
法
本
別
な
る
べ
か
ら
ず
二
而
不
二
由
也
、
故
に
無

作
三
身
の
費
税
営
、
南
無
妙
法
違
華
料
ざ
昔
一
口
ふ
と
、
蓋
し

啓
業
師
又
此
意
を
存
せ
る
ご
雄
も
、
而
も
導
輝
二
師
の
如

く
、
朗
か
に
人
法
一
致
を
説
か
ざ
る
が
如
し
、
網
要
師
は

人
法
不
こ
の
上
に
於

τ‘
専
ら
中
山
二
具
十
一
体
の
親
剥

院
に
調
し
一
一
骨
四
士
を
以
て
、
逆
線
下
種
本
骨
骨
を
建
立
せ

ん
ご
す
ろ
に
あ
h

故
仁
、
雨
師
が
意
の
存
す
る
所
は
自
ら

〔Fl]



別
な
ら
ご
離
も
、
而
サ
ち
必
明
の
形
式
に
於
て
は
共
に
地
泊

を
以

τ、
稗
惇
の
脇
士
と
せ
ん
ご
す
る
仁
あ
り
。
之
れ
今

の
組
文
の
意
を
得
た
る
者
か
、
諸
師
多
〈
是
れ
仁
従
ふ
を

以
て
も
‘
知
る
可
き
な
h
ソ
側
縦
一
浅
井
↑
皆
川
崎
一
仰
は
崎

前
遁
の
如
〈
鴻
脇
士
の
一
文
に
卦
す
る
説
解
あ
り
ど
錐

も
‘
而
も
未

r稗
吟
を
以
て
、
地
法
の
肢
士
ご
す
る
の
倒

解
あ
る
を
見
？
、
然
ら
ば
又
彼
れ
此
の
文
を
以
て
、
宗
組

本
悌
論
の
引
証
ご
す
る
は
、
未
だ
其
意
を
得
ざ
る
者
争
h

リ。

（三）

要
す
る
に
此
説
の
超
源
は
、
種
股
勝
劣
論
仁
あ
る
か
若

し
、
其
の
論
健
明
白
歩
り
ご
錐
も
、
銃
仁
之
れ
極
端
に
過
ぎ

て
、
還
℃
軌
道
を
枕
せ
る
者
品
。
所
論
の
如
〈
ん
ば
露
山

曾
上
魂
然
未
散
の
相
何
に
依
て
か
顕
さ
ん
、
悌
を
挺
し
て

暁
盆
備
末
法
無
用
ご
は
、
曲
も
亦
其
た
し
、
之
れ
所
謂
押

高
就
下
推
隼
入
阜
の
類
な
る
ぺ
し
。

余
且
て
聞
く
、
古
来
嘗
家
に
於
℃
も
亦
宗
組
本
偽
の
義

無
き
に
非
す
、
即
も
本
家
は
僻
地
遁
の
菩
薩
な
る
を
以
℃

注
目
羅
中
に
も
四
菩
薩
は
、
特
に
上
版
悌
略
の
列
仁
あ
り

而
も
内
証
妙
且
買
に
ニ
偽
無
し
、
故
仁
一
位
を
下
し
て
、
悌

地
進

ω普
段
ど
す
る
畠
ご
、
又
五
大
説
γ
一
約
し
て
も
と
偽

凹
菩
巌
ど
は
一
一
勝
也
。
夏
ら
仁
一
一
献
の
一
五
ふ
が
如
〈
本
悶

妙
（
上
行
）
本
果
妙
（
梓
符
）
仁
約
し
て
説
く
も
亦
一
体

品
。
故
に
一
往
某
義
無
さ
じ
あ
ら
ざ
る
も
、
而
も
立
京
の

上
仁
約
す
れ
ば
、
能
弘
の
導
師
ぜ
」
、
所
弘
の

E
師
を
混
同

す
る
を
以
て
、
必
ず
稗
待
と
凶
菩
薩
ど
は
別
守
る
べ
し
ご

之
れ
宗
組
本
偽
末
法
正
境
本
命
と
錯
す
べ
か
ら

5
る
所
以

な
り
。此の
故
に
導
智
輝
諸
師
の
誹
破
あ
り
、
而
し
て
今
一
々

其
の
破
相
－

e畢
「
る
に
限
あ
ら
今
、
且
〈
智
師
仁
見
る
に

許
不
許
の
二
義
あ
り
、
之
れ
叉
本
待
法
体
論
九
十
巳
下
詳

論
す
る
所
な
れ
ば
之
を
略
す
、
蹄
師
本
骨
骨
虞
癖
二
十
一
巳

下
七
ケ
燥
を
以
℃
之
れ
を
苛
し
給
へ
る
も
、
諸
賢
の
悉
知

す
る
所
な
れ
ば
蕊
に
言
は
す
。

前
来
は
之
れ
予
が
、
耐
略
等
に
於
℃
見
聞
せ
し
概
略
に

過
3
ず
、
当
れ
ざ
此
の
一
思
想
は
近
時
に
至
り
、
問
中
居
士

が
一
波
の
主
張
せ
る
事
、
院
に
妙
宗
紙
上
、
及
び
過
般
長

瀧
氏
講
演
の
大
要
に
て
も
知
ら
る
が
如
く
、
従
て
又
宗
皐

上
吾
人
の
研
・
先
じ
値
ひ
す
可
当
事
・
｝
か
ら
ん
か
、
夏
ら
じ
後
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日
の
研
讃
’

Z
待
た
ん
。

｜
｜
大

E
r己
主
月
十
日
記
マ
。
ー
ー

数
機
時
園
抄
大
綱

f「

* 
前）

泉

義

敬

本

論（
＝
）
本
捗
の
結
構

本
紗
は
始
め
に
数
機
時
岡
教
法
流
布
の
前
后
等
の
五
義

を
知
ら
し
め
、
而
し
て
此
れ
を
知
る
者
を
、
日
本
国
の
国

師
ご
も
成
る
可
き
ど
一
五
ふ
、
蓋
し
法
華
経
は
三
説
超
過
諸

経
中
王
最
鋳
第
一
争
る
事
を
知
る
を
以
の
故
な
り
D

而
し

て
此
等
に
迷
へ
る
光
宅
法
雲
道
場
恵
観
等
を
皐
て
、
天
台

大
師
ご
封
し
、
他
艇
の
法
華
経
に
勝
る
ご
云
J
A

者
は
「
舌

嫡
日
中
』
又
は
『
可
堕
阿
鼻
地
獄
」
等
ど
云
ム
。
此
れ
に

反
し
て
、
此
の
五
義
を
鱗
へ
能
く
訣
華
経
ご
僚
経
等
の
相

異
を
排
ず
る
者
を
、
弘
教
の
正
師
ご
す
と
仰
せ
ら
る
、
叉

本
紗
は
蒋
曾
御
一
一
吠
所
設
の
教
法
を
擢
貨
に
分

τ、
権
を

拾
℃
、
買
を
説
く
べ
し
ご
敢
へ
、
若
し
此
れ
仁
不
従
時
は

即
ち
、
法
華
経
に
は
「
一
向
説
小
乗
不
説
法
華
経
悌
可
憤

慨
貧
」
一
吉
云
ご
説

3
、
叉
浬
柴
艇
に
は
「
一
向
用
小
乗
経

云
悌
無
常
品
人
舌
可
欄
日
中
」
云
一
五
ご
説
〈
事
を
明
し
又

所
被
の
機
を
奉
て
弘
教
者
必
ず
機
を
知
る
べ
し
ご
、
而
し

で
誘
法
の
者
に
は
一
向
じ
法
華
経
を
説
く
べ
し
、
然
ら
ば

者
鼓
の
縁
ど
争
ら
ん
ご
、
而
し
て
智
者
に
は
、
先
づ
小
乗

よ
ら
擢
大
乗
を
教
へ
、
後
に
寛
大
乗
を
激
へ
、
患
者
に
は

先
づ
寛
大
乗
を
教
ム
ペ
し
。

然
れ
ば
、
此
慮
に
信
諺
両
機
下
種
往
を
得
る
事
を
敬
ふ

攻
じ
戚
臆
道
交
の
時
節
を
明
す
に
、
弘
政
上
時
に
臆
ず
る

の
教
を
説
く
べ
し
さ
、
即
今
末
訟
は
正
し
〈
法
華
弘
通
の

時
節
な
る
事
を
明
す
。
弐
ぎ
仁
偽
敢
は
必
ず
園
仁
依
り
て

弘
ま
る
ぺ

3
を
示
し
て
、
闘
に
市
東
岡
大
乗
閥
等
揮
々
有

る
中
、
今
日
本
因
は
一
向
大
乗
闘
争
る
を
明
す
、
究
ぎ
仁

教
法
流
布
の
前
后
を
明
し
て
、
即
共
闘
に
於
て
先
に
弘
ま

ち
た
る
款
を
知

τ后
の
教
を
弘
む
べ
し
、
所
謂
先
主
に
小

弟
権
大
乗
弘
ま
り
な
ば
后
に
必
ず
賀
大
乗
を
弘
む
べ
し
ご

例
せ
ば
、
捨
克
磯
吋
取
金
珠
去
も
拾
金
取
不
可
取
克
磯
ご

教
へ
給
ム
、
即
ち
迷
謬
孟
網
の
邪
帥
ご
其
仁
H
本
闘
の
衆

〔幻）


